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(subsp.abscessus)と の 混 合 感 染 を 示 した1例
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ACASEOFSIMULTANEOUSINFECTIONOFMYCOBACTERIUM

刀>TR∠4CELLULAREANDルf}℃OB∠4CTERIUM

FORTUZTUM(SUBSP.ノ4BSCESSUS)*

MichioTSUKAMURA,ShojiMIZUNO,HaruoTOYAMA,

YasunobuITASAKAandHirokazuINAGAKI

(ReceivedforpublicationDecember9,1967)

Acaseofsimultaneousinfectionwithルtycobacteriumintrace〃ul〃eandMycobac彦eriumプbγ 一

tuitum(subsp.absce∬us)isdescribed.ThepatientisborninApri11927inAichi-Prefecture

andisamarriedwoman.ShehadcoughandsputainMarch1966andenteredthishospital

underdiagnosisofpulmonarytuberculosiswithacavityintheleftupperlobe.Shewassus。

pectedofinfectionwithatypicalmycobacteriabygrowthofherbacillionsalicylatemedium

(OgawaeggmediumcontainingO.5mg/mlsodiumsalicylate(9))andgrowthonallmedia

containingantituberculousagentsinspiteofabsenceofprevioustreatmentwithantituberculous

agents.Byexaminationoftheorganismexcretedtosputum,theorganismwasidenti丘edas

ルt.ノbγ彦u伽msubsp.abscessus.Afteradministrationofantituberculousagents,whichwere

consideredtobeineffectiveaccordingtodrugresistancetests,thecavityoftheleftupPerlobe

wasmarkedlydecreasedandapPearedasifdisapPearedonaX-ray五gure.InFebruary1967,

shereceivedresectionoftheleftupPerlobe.Resultofcultivationofcavitywallandapart

oflungwithcavityshowedgrowthof36coloniesafter5months.Thisorganismwasidentified

asルf.in〃ace〃 〃 〃 θ,butavarityshowingveryslowgrowth.Itwassuggestedthatthisslow

growthmaybeduetolackofabilitytoutilizemanynitrogencompounds.

Courseofexcretionofacid-fastorganism,chemotherapyapPlicated,resultofdrugresist-

ancetests,courseofchangeofX-ray丘gure
,tuberculinreaction,biologicandbiochemical

charactersoftheorganismsisolated
,andvirulenceformiceareshownintablesand且gure.

ThepatientisexcretingM.プ'ortuitumevenaftertheresectionoftheleftupperlobeandis

consideredthattheorganismisinfectedatasiteotherthanthecavityoftheleftupPerlobe.

Fromthecavity,onlyM.intrace〃ularewasfound.

Itisnoteworthythatevenanorganismbelongingtoarapidgrowershowsveryslowgrowth

atprimaryisolationfromsputum,butitshowsrapidgrowth(growthat3daysoneggmedia)

atsecondarycultures.Theル1.intrace〃ul〃 θisolatedinthiscaseshowedveryslowgrowth,

alittleslowerthanル1.tuberculosis.

*FromtheNationalSanatorium ,ChubuChestHospital,Obu-cho,Chita-gun,Aichi-ken,Japan.
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2種 の非 定 型 抗 酸 菌 の感 染 例 は きわ め て まれ で,わ が

国 で3例 の 報 告 が あ る にす ぎ な い1)`3)。 しか も この3例

と もGroupIIInonphotochromogensとGroupIIsco・

tochromogensの 感 染 例 で あ る。 わ れ わ れ は ,GroupIII

に属 す る1吻ooゐ αo≠〃 伽〃3∫η"αoθ"πZσγ6(Batteyo「9an'

isms)とGrouPIVに 属 す る 物ooう σ6彦〃 伽〃2/b吻 ∫'

f蹴subSP・oゐso2ss粥 の 同 時 感 染 例 を 経 験 した の で報 告

す る。 症 例 は,国 立 療 養 所 中 部 病 院 に入 院 中 の女 子患 者

(吉 田)で,さ き にM.プb吻 血 〃z感 染 例 と して一 度 報 告

した が9)5),そ の後 肺 切 除 を 行 な っ た と こ ろ,空 洞 壁 ホ

モ ジ ネ ー トか らM.傭 γooε〃π1αγθの み を 証 明 した 。.M.

プbγ産祝伽 〃Zの 排 泄 個 所 は 不 明 で,肺 切 除 後 も菌 は 排 泄 し

て い る。

検 査 方 法

菌 株の検査方法 は既報6)に よった。 また非定型抗酸菌

GroupIIお よびGroupIIIの 群内の菌の区別に有効 な

「glutamateをN源 とした ときの10種 炭 水 化物利用 パ

タン」7)につ いて も検討 した。マ ウスに対す る毒力検査 も

既報8)に よっ た。肺 分離菌の発育は人型結核菌 なみ また

はそれ以 上に遅かったの で,集 落数 の判定は,37℃4週

後に行 なっ た。

症 U停

患者お よび入院時の所見

患者(■)は1927年4月 愛知県生れ(40歳)の 主

婦で,同 県知 多郡上野 町に生活 していた。昭和41年3

月,感 冒様症 状を呈 し,喀 疾が多いので受診 した ところ

気管支拡張症 といわれた。 しか し,そ の後,微 熱 が あ

り,桃 色の疾 を喀出 したのでX線 撮影を受け,左 上葉 に

中等大 の空洞 が発見されたので,肺 結核の診断名の もと

に,手 術 をす すめ られて国療中部病院に入院 した。

昭和41年3月30日 入院。 身 長148cm,体 重54

kg,胸 囲95cm,平 熱,血 液,尿,糞 に異 常 な し。 た

だ血沈は 中等値61mmを 示 した。 自覚的 には少量 の咳

漱,噛 癖 があった。

翌3月31日 の断層像 で6cmの 層に,左 上葉 に40

×45mmの 空洞 があ り,空 洞壁の厚 さは約5mmを 示

した(図1)。

入 院時の嗜癖検査では,Gaffky(一),培 養 で は4週

(一)で,8週 に100以 上の集落を認め た。 その数 日後,

す なわち4月6日 培養の菌を用いて,間 接法 で耐性検査

を行 なった ところ,過 去に抗結核剤 の既往 をもたないの

に,ほ とん どすべての抗結核剤に耐性 であっ た。 これが

主 治医の注 目す るところとなって研究室 に精検 の依頼が

あっ た。 同時に,耐 性検査 に組み 入れてあ るSS培 地9)

(sodiumsalicylate500mcg/mlを 含 む1%小 川培地)

に発 育陽 性の歯す なわち人型,牛 型結 核菌 以外の抗酸菌
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として検査室か ら研究 室に通報があっ た。 しか し,こ の

4月6日 分離 の菌 は手違 いのため棄却 され て精検で きな

かったので,8月 か ら菌 を新たに採取 して研究室で精検

す ることとした(分 離培 養に2カ 月,間 接 法耐性検査に

1カ 月半を要 し,菌 の異常に気づ いたのは7月 半ばであ

った)。

8月4日 の喀疾 はGaffkyIV号 であった の で,分 離

培養が期待 され たが4週(一)で 不 思議に思われ たが,

8週 にいたって4コ ロニーの発 育を認めた。 この菌を精

検 し た 結 果,M.ノb吻 伽 〃zsubsp.γ 初卯oη∫∫(subsp.

γ襯yoη∫fは後にsubSP・abscessesと 呼 称変更 した)と

同定 され た4)。

経 過

以後,排 菌の推移,薬 剤耐性検査 結果,化 学療法,X

線像 の推移は,表1,表2,表3,図1に 示す とお りで

ある。 その後,分 離 され た菌株 の同定結果 もすべ て同じ

で,い ずれ も ルf.ノb吻伽 〃zsubsp.σ ゐsoθ3s粥と同定 さ

れ た。 この菌の排泄を6回 確 認 し た の で,本 例をM.

プb吻 伽 〃zsubsp.σ う50θ∬π∫(以下M・ プb吻 伽 〃3と呼ぶ)

の感染例 と考えた。

この間,化 学療法 は耐 性検査の結果か らすれ ば無効 と

思われ る治療を行 なったに もかかわ らず,空 洞 は 縮 小

Table1.CourseofExcretionof

Acid-fastOrganisms
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0
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Numberofcolonieswasobservedat4wee:ksand8weeks.

ゆ:Identifiedasノ 匠y`o∂4`'ε7fz6〃zノ;07'〃 ㍑z4〃2subsp
.α∂ε68εsμ5.

十=Morethan100colonies.
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Table2.DrugSusceptibilityofAcid-fast

OrganismsOccurringinSputumofPatient

(・ルf・ノbγ≠z4髭π〃zsubsp.abscesses)

Drugconcentration

Control(nodrug)

Growth

6舘illA療灘i6鰍16齢

SM20mcg/mll十

PASlmcg/mll→ 十

INHO・1mcg/mlj{}

KM100mcg/mll十

TH25mcg/ml I一
　

CS40mcg/叫+

EB2.5mcg/m1[十 ト

帯

帯

帯

帯

帯

什

帯

帯

帯

什

帯

帯

什

冊

什

帯

掛

帯

紐

帯

什

帯

帯

帯

帯

帯

帯

帯

Drugresistancetestswereperformedbyanindirect

method.inwhichwasusedOgawaeggmedium(1%

KH20Hmedium).

Dateisthedateonwhichthetestorganismwasisolated.

SM=dihydrostreptomycinsulfate ,PAS=sodiump-amine》 一

salicylate,INH=isoniazid,KM=kanamycinsulfate,TH=

ethionamide,CS=cycloserine,EB=ethambutol

Table3.ChemotherapyApplied

Period

覧
、

Chemotherapy

Apri11966～August1966

Sept.1966～Jan.1967

Feb.1967～June1967

July1967～

SM・PAS・INH

KM・TH・CS

KM・PAS・INH

SM・PAS・INH

SM:2gweeklyPAS:8gdailyINH:0.3gdaily

KM:4gweeklyTH::0.4gdailyCS:0.5gdaily

し,10月 に は不 定 型 の均 等 影 と な っ て 空 洞 像 を 認 め難

くなっ た 。

そ こで,10月 か ら11月 に かけ て 連 続 検 疫 を 行 な っ た

が,排 菌 は11月4日 の1コ ロ ニ ーを 最 後 と して 消失 し

たか に み え た(夫1)。

以 上 の よ うに 比 較 的 良 好 の経 過 を とっ た た め 手 術 の 適

否 に迷 い は あ っ た が,病 源 菌 が 抗 結 核 剤 耐 性 の.M・ プbγ一

fπ伽 〃2で あ る こ と,な お左 上 葉 に均 等 影 を 残 す こ と を

考 慮 し,左 上 葉 切 除 を行 な う こ とを 決定 した。

昭 和42年2月 の 手 術 前 の 検 査 は,赤 血 球 数434万 ,

血 色 素 ザ ー リー92%,白 血 球 数5,600,BSP2% ,高

田 ・荒 反応4本,肺 活 量2,200mZ,1秒 率70% ,1秒

量1,500,最 大 換 気 率88%,予 測最 大 換 気 量80ml,分

時 最 大 呼 吸:量70%で あ っ た 。 昭 和42年2月17日,左

上 葉 切 除 を 施 行 した 。 術 後 経 過 は 良好 で,残 肺 の再 膨 張

も 良好 であ っ た 。

空 洞 所 見

左 上 葉S1.2に,3×4cmの 薄 壁 空 洞 が あ っ た 。 空 洞

周 囲 に は著 明 な病 巣 は な く,空 洞 壁 は 比 較 的 浄 化 され て

い る ご と くで あっ た。 病 理所 見 で は ,通 常 の 結 核 の 所 見

と大 差 が なか っ た。

空 洞 か らの菌 の培 養
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Fig.1.SchematicRepresentationofX-rayFigures

(Resectionoftheleftupperlobewasundertaken
onthe17thFebruary1967)
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Table4.

August19,1967

TuberculinReaction

Tuberculin
December
10,1966

500×Yoshida*0/8×8

　
2000×Oldtuberculin**;0/20×20

H3,Rv一 πl

Gamoh(Battey)一 π

Ishii(GroupII)一 π

P16一 π
I

Sato(GroupIV)一 π1

Date

June17,0蔵6石 δF
196729,1967

0/15×15

0/17×11

0/23×20

0/16×15

0/15×10

22×20/

22×20

Induration(diameterinmm)/Erythema(diameterinmm) .
寧:Yoshidastrain(sputu:misolate -No .1)wasculturedin

Sautonmediumfor7daysandtheculturefiltratewas

concentratedtoa1:10volumebyheatingat100℃ .
Theconcentratewasdilutedwithsalineto1:500and

usedforinjection.
率寧:Commercialproduct

.

Tuberculinreactionwasobserved48hoursafterintra_

dermalinjectionofO.1mlsample.

本 例 の 肺 空 洞 か らの 菌 検 出 経 過 は 特 異 で あ っ た 。 ま ず,

空 洞 壁 を 白 金 耳 で か き,十 数 枚 の 塗 抹 標 本 を 作 っ た が,

抗 酸 菌 を 認 め え な か っ た 。 空 洞 か らの 菌 の 培 養 は 次 の2

法 に よ っ た 。

(1)第1は,空 洞 を 含 む 肺 を 無 菌 的 に 切 っ て,空 洞

を 開 き,空 洞 壁 の10ヵ 所 か ら 白 金 耳 で20本 の1%小

川 培 地(1カ 所 あ た り2本 ず つ)に 塗 抹,培 養 し た 。

(2)第2は,空 洞 壁 を 含 む 肺 の.__.部 を 切 り と っ て ,

ホ モ ゲ ナ イ ザ ー に か け,こ れ に10倍 量 の1%ONaOH

液 を 加 え て5分 間 か き ま ぜ,そ の0.02mlず つ を 渦 巻 白

金 耳 で1%小 川 培 地10本 に 塗 抹 培 養 し た(2月17日)。
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Table5. BiologicandBiochemicalCharactersofAcid-fastBacteriaIsolatedfrom

ResectedLungandfromSputaofPatientYoshida

Lungisolates Sputumisolates

a bcde 12 3456 7 8
Character

十

十

噛

S

十

十

十

R

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
一 一 一 一 一 一

SSSSSS

一一一一一一一一

rrrrrrrr

十 十 十 十 十 十 十 十

剛

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

=====:======:
一 一 一 一 一 一 一 一 十 十 十 一 一

一 一 一 一 」 ⊥ 一 ⊥ ⊥ ⊥ ⊥ ⊥,一十 十 十 十 十 十 十

一 一 一 十 十 十 十 十

一 一 十 十 十 十 十 十
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十

十

十

一

一

十

十

十

一

一

十

十

十

十

一

十

十

十

一

一

十

十

十

一

≡≡≡≡≡≡三≡≡

SSSSS

s

十

一

s

十

一

s

十

「

s

十

一

s

十

一

一 一 一 一 十

一

一

十

十

一

一

十

十

一

一

十

十

一

一

十

十

一

「

十

十

Acid-fastness

Rodform-bacterialshape

Cord(compactgrouping)

Colonialmorphology(RorS)

Colonialpigmentation

Photochromogenicity

Growthrate(rapidorslow)

Catalase

Nitratereduction

3day-arylsulfatase

2week-arylsulfatase

Salicylatedegradation

PASdegradation

GrowthonO.2%PASmedium

Growthon62.5mcg/mZNH20Hmedium

Growthon125mcg/mlNH20Hmedium

Growthon250mcg/mlNH20Hmedium

Growthon500mcg/mlNH20Hmedium

TolerancetoO.1%picricacid

TolerancetoO.2%opicricacid

Growthat28。C

Growthat37。C

Growthat45。C

Growthat52。C

一

十

十

一

一

一

一

「

十

十

一

「

一

一

一

十

十

一

「

一

一

一

十

十

「

}

[

一

一

十

十

一

「

一

一

Acetamidase

Benzamidase

Urease

Isonicotinamidase

Nicotinamidase

Pyrazinamidase

Salicylamidase

Allantoinase

Succinamidase

Malonamidase

十

一

十

十

十

一

十

一

十

十

十

一

十

一

十

十

十

一

十
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十

一

十

一

十

一

十

十

十

一

十

一

「

一

十

一

十

一

十

十

十

一

十

一

「

一

十

一

一

一

十

十

十

一

一

一

十

十

十

一

一

十

十

十

十

一

一

一

十

十

十

一

一

十

十

十

十

一

「

「

十

十

十

一

一

一

十

十

十

一

一

一

十

十

一

一

十 十 十 十 十

一

十

一

「

十

一

一

十

一
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十

「
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十

一

一

「

十

一

一

一

一

一

十

一

一

一

一

「

十

一

一

一

一

一

十

一

一

一

一

一

十

一

一

一

AcetateasCsource

CitrateasCsource

SuccinateasCsource

MalateasCsource

PyruvateasCsource

BenzoateasCsource

MalonateasCsource

FumarateasCsource

GlycerolasCsource

GlucoseasCsource

MannoseasCsource

GalactoseasCsource

＼
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Table5. (continue)

Character

Lungisolates Sputumisolates

ArabinoseasCsource

XyloseasCsource

RhamnoseasCsource

へ
TrehaloseasCsource

Ra伍noseasCsource

InositolasCsource

MannitolasCsource

SorbitolasCsource

FructoseasCsource

SucroseasCsource

EthanolasCsource

PropanolasCsource

PropyleneglycolasCsource

1,3-ButyleneglycolasCsource

1,4-ButyleneglycolasCsource

2,3-ButyleneglycolasCsource

a b C d e 1 2 3 4 5 6 7 8

十 十 十 十 十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十 十 十

Acidfromglucose

Acidfrommannose

Acidfromgalactose

Acidfromarabinose

Acidfromrhamnose

Acidfromxylose

Acidfromtrehalose

Acidfromra伍nose

Acidfrominositol

Acidfrommannitol

Acidfromsorbitol

GlutamateasN-Csource

SerineasN-Csource

GlucosamineasN-Csource

AcetamideasN-Csource

BenzamideasN-Csource

MonoethanolamineasN-Csource

TrimethylenediamineasN-Csource

GlutamateasNsource

SerineasNsource

MethionineasNsource

AcetamideasNsource

BenzamideasNsource

UreaasNsource

PyrazinamideasNsource

IsonicotinamideasNsource

NicotinamideasNsource

SuccinamideasNsource

NitrateasNsource

NitriteasNsource

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十 十

十

十

十

十

十 十 十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
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(continue)Table5.

SputumisolatesLungisolates

Character
87654321edCba

「

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一

十

十

十

一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一

十

十

十

十

一

十

一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

[

十

一

十

十

一

十

一

十

十

一

十

Niacin

GrowthonTCHmedium

GrowthonO.05%salicylatemed.

GrowthonO.1%salicylatemedium

Utilizationofcarboncompoundsinpresence

ofglutamatenitrogen

Glucose

Fructose

Sucrose

Acetate

Citrate

Succinate

Malate

Pyruvate

Malonate

Fumarate

Strainsa,b,c,dande(strains2664,2665,2666,2667and2668)wereisolatedfromresectedlung(cavity),andstrains

lto8wereisolatedfromsputum .Dateofisolationwasasfollows:atoe,=17February1967,1=4August1966,2=5

September1966,3=6September1966,4=270ctober1966,5=310ctober1966,6=4November1966,7=7July1967 ,8=7
August1967.

以上 の方法で,さ きに喀疾 中に証 明 したM・fortuitum

を分離で きる ことを期 待 し,毎 週観察 を続け たが,8週

にいたつ ても集 落発 生を認めなかつた。 したがつて,術

前に排菌が とまつていた ことと考 えあわせ,術 前に空洞

がすでに無菌化 していた もの と解釈 した。 しか し,培 地

は捨て ることな く,そ の まま37。Cの フラン器に放置 し

た。 ところが,7月10日(培 養 開始 か ら約5カ 月後)

にいたつて,た また ま培地 を観 察 した ところ,計30本

の培地 に36コ の直径3mmの 大集落が発育 してい るの

を発見 した。 集落の大 きさか らして,お そ らくは,2カ

月後 まもな く集 落が発生 し始めたのでは ないか と思われ

た。

集落は第1の 方法 で,20/20(培 地 あた り1コ),第2

の方法で,16/10(培 地あた り1・6コ)認 め られた。いず

れ も,ク リーム色,湿 潤,平 滑で同一様相を呈 した。 こ

の集落5コ を お の お の菌株a,b,c,d,eと し,同 定

の結 果,後 述 のごと くM・intracellulareと 判定 した。

術 後の経 過

患 者の臨床経過 は順調であつ たが,少 量 の咳蹴,喀 疾

は残存 した。術 後 しば らくの間抗酸菌の排泄 をみ なかつ

たが,昭 和42年6月 お よび7月 に再び抗酸菌 を排泄 し

た。 これを分離 同定 してみ ると,術 前に喀疾中に排泄 さ

れ てい たの と同 じM・fortuitumで あつた。

以上の経過か ら,こ の患 者は喀疾 中に し ば し ばM.

プbrtuitumを 排泄 してい るので,一 応M・ プbrtuitumの

感染 があ るもの と考え られ る。時を異 に して分離 された

8株 が,い ずれ もM・ プbrtuitumsubsp.abscessusと 同

定 され た。 この菌 が気道の どこに感染 してい るか は明 ら

かで ない。 は じめは,左 上葉の空洞 がその感染場所 と考

え られたが,空 洞 か らは,こ の菌は証 明されず,空 洞切

除 後 も排泄 され るので,空 洞 がその感染個所 でない こと

はほぼ確 実であ る。

一方切 除 された空洞か らは
,M.intracelluZareの みが

証 明され,他 の抗酸菌は証 明され なかつた。 したがつ て

左上葉 の空洞 は,M.intracelluZareの 感染に よつ て生 じ

たもの と考 えて誤 りなか ろ う◎ それでは なぜ術前 にM.

intrace"ulareが 証明で きなかつ たか。M.intracellulare

は通常人型結核菌 よ りも発 育 が 速 い。 しか し,本 例の

M.intrace〃ulareは 発育が遅 く,人 型結核菌 よ りや や遅

い。 一種のvarietyと 考 え られ る。 このよ うに発育が遅

いために(初 代分離の さいに8週 では集落発生 を認めえ

なかつ た),8週 まで で観察 を 中止す るroutineの 分離

培養 では発 見で きなかつた もの と思われ る。

ツベ ル ク リン反応

ツベル ク リン反 応の結果は表4に 示 した。左上葉 切除

後,か な り日数を経 た昭和42年10月 に各種 πに よる

皮 内反応(0.1ml皮 内注射,48時 間後 判定)を 行ない

えたが,そ の結果 は,GroupIV佐 藤 πに対 して最 も強

く反応 して い る。 他の πの中 では,GroupIII蒲 生 πに

対 して比較的反応が強 かつ た(表4)。

菌 の 同 定

肺 よ りの分離株5株,喀 疾 よ りの分離株8株 の性状を

表5に 示す 。

前 者は,抗 酸性の短桿状菌 ない し球 状菌で,菌 の配 列
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は バ ラ バ ラ でcord形 成 は な い。 性 状

か らは,M・intracellularelo)と 同 定 さ

れ る が,被 検N化 合 物 の 大 部 分 を 利 用

しな い点 で,変 異株 と思 わ れ る。 発 育

が遅 く,1%小 川 培 地 に 発 育 す る の に

10～14日 を 要 し,単 個 菌 よ りの集 落

発 生 に は4週 を 要 す る。

後 者 は 抗 酸 性 桿 状 菌 で,卵 培 地 に3

日で発 育 し,M.fortuitumsubsp.ab-

sceSSUSと 同 定 され た 。 わ れ わ れ は,

前 に,こ の 菌 をM.fortuitumsubsp.

runyoniiと した が,最 近 の わ れ わ れ

の研 究 で,Bojaliletal.11)のM.run一

ジoniiは,Moore&Frerichs12)のM.

absceSSUSと 同 一 で あ る ので ,発 表 の

Table6.VirulenceforMice

Strain Organ

Numberofviableorganisms

foundinwholeorgan串

Timeafterinoculation

Yoshida-

sputum--No.1

Yoshida-

lung-a

LungS

Spleen

Lun9S

Spleer1

1week12week・i3week・}4week・

4.5×102

7.6×104

5.5×102

6.4×102

3.0×104

8.9×103

n.d.

n.d.

4.5×105

1.8×106

n.d.

n.d.

3.8×106

1.3×107

Yoshida-sputum-No.1isル1.fortuitu〃zsubsp.absce∬us(sizeofinoculation=

1.9×107viableunits).

Yoshida-1ung-aisM.ゴ 〃〃aごe〃ulare(sizeofinoculation:4.3×107viableunits).

ThetestorganismswereinoculatedintravenouslytomiceoftheCFIstrain

(20to22g)andeachthreemiceweresacrificedweekly.

Thenumberofviableorganismsinwholeorganwascountedasanaverage

inthreemice.

n.d.:Notdetectable.

年 代 か らM・absceSSUSに 優 先 権 が あ る こ とは 明 らか な

ので,上 記 の ご と く,M.fortuitumsubsp.abscessusと

改 め た。 最 近 武 谷 ら13)はM.runyoniiをM.fortuitum

とは 独 立 のspeciesと す る こ とを 提 唱 して い るが ,も し

武 谷 らの提 唱 を 受 け 入 れ る場 合 も,M.abscessusと す べ

きで あ る。

マ ウス に 対 す る毒 力

吉 田株(肺 由来)の 毒 力 は,肺,脾 の生 菌 数 を指 標 と

してみ る と,M・tubercuZosisな い しM.aviumに 匹 敵 す

る。 東 村 な ど8)の 表 現 法 に よ る とrgrade+4」 に相 当 し

た。 一 方,吉 田 株(喀 疾 由来)は,他 のM・ プ'ortuitum

subsP・abscessusな み で 弱 く,「grade+1」 に 相 当 した

(表6)。

考 察

本 報 で は,M.intrace〃ulareに よ る左 上 葉 空 洞 形 成 と

M・fortuitumsubSP・abscessusに よ る気 道 感 染(喀 疾 内

排 菌)を 示 した 吉 田例 を報 告 した 。 元 来,M・fortuitum

の 感 染 自体 比 較 的 まれ で ,文 献 で は,Cruz14)の 報 告 以

来,Wellsetal.15),Kushnereta1.16),Hartwiget

a1・17),Drosseta1.18)の 報 告 が あ るに す ぎ な い。 わ が 国

で は,raPidgrowersの 感 染 例 と して,占 部 ・河 井19)の

山 本 株,今 野 な ど20)の佐 藤 株 が あ る。 これ ら2株 は,武

谷 な どに よれ ばM.runyoniii3),わ れ わ れ に よれ ぽ,M.

プbrtuitumsubsp.absce∬us4)と 同定 され て い る。 上 述 の

ご と く,ル1・fortuitumの 感 染 例 自体 が まれ な の で,・Tt4.

intracellulareと の 同時 感 染 例 は,本 例 が 最 初 と思 わ れ

る。

特 記 す べ き こ とは,菌 の初 代 分 離 の 経 過 で,M.for-

tuitumはrapidgrowerに 属 し,い つ た ん 分 離 され た

菌 株 は,卵 培 地 に3日 で 発 育す るに も か かわ らず,初 代

分 離 の さ い に は発 育 が遅 く,し ば しば4週 培 養 で(一)

で,8週 で は じめ て 証 明 で き る場 合 が 多 か つ た こ とで あ

る。 また,塗 抹 で陽 性であ るに もかかわ らず,培 養は 困

難 な場 合があつた。 これは,お そ らく菌のアル カ リ処理

に対す る抵抗が弱いためではないか と想像 され る。

同様な傾向は,M.intracellulareで もみ られた。本例

の菌 は,と くに発育の遅い変異株 と思われ るが,初 代 分

離 のさいには,継 代の場合 よ りもは るかに長期間の培養

が必要 であつた。 この よ うな事実は,本 例の場合に も起

こつた ごとく,菌 の検 出が看過 され る可能性が多 い こと

を示 してい る。 この点,実 際に菌検索 にあた る場合,大

いに注意を要す るもの と思われ る。

総 括

喀疾 中 にMycobacteriumfortuitumsubsp.abscessus

を 排 泄 し,切 除 した 左 肺 上 葉 空 洞 か らMycobacterium

intracellulareを 証 明 した1例 を 記 載 した 。 本 例 は,M.

fortuitumsubsp.abscessusとM.intracellulareの 同

時 感 染 例 と考 え られ,希 有 な 症 例 と思 わ れ る。

本 例 の 菌 分 離 過 程 は 特 異 で,raPidgrowerと い え ど

も喀疾 か らの 初 代 分 離 に さい して は 発 育 が 遅 い こ と,ま

たM.intracellulareで も菌 株 に よつ て は,人 型 結 核 菌

以 上 に発 育 が遅 い 例 が あ る こ とを 示 す 点 で意 義 深 い と思

わ れ た。
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